
・自分が知らなかった事に気付いた。
・自分ならこうしたであろうとする点に気付いた。
・自分ならもっと「良い策」を取った。
・「なるほど！」ここはいただきだ。
・自分に記するところがあった。

プロジェクト 品 質

【IT訴訟判例】

『真相の解明は、裁判の使命ではないし、仮にそうだとしても特にそれが得意だというものでもない』！Sidny Dekker
『ＩＴシステムは、所詮、人間が築き人間が評価している事象でないか』JA2ANX

初期段階 発展段階 成熟段階

時間→

PMBOK WBS

・『穴』をマネージする。

要求工学
非機能仕様だ
追加は別契約だ

成長曲線

気付いた

気付いた！
気付
いたょ

嗅ぎ分ける
気付いた

目利き！

１％×Σの組織力
（１％の基軸＝個人の価値感）

トップの理念/価値観
→（HP Way）

BM：(iPodで喜びを)

良いものを納めたい！
喜びの顔が見たい！

ケース学習の狙い（その１）「鮮明な気付き！」
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・『差』をマネージする。

３方両得：日本的思考が根底にあるのでは

８

Weinberg「管理方法を人間行動面から」

自分を磨くすべを知る

・・・ 各人のプロジェクトに対する考え方/とらえ方

会社組織
＝総合力



ケース学習（自分で「気づき」）の効果

事後で実際に起きた事故・事件を体感することにより、自分のものとしてまた専門家の１人として、こうような事件はどのように処理をしていいのだろうか？、これまでの社内対応は
適切であったのだろうか、人間関係とはなんだろうか、会社の裏と表はどうしてこうも違うだろうかなどとあれこれ思いめぐらす機会である。（居酒屋でチョットでたこともあるか
も･･･）このようなちょっとした疑問やこれまでのやり方についてのかすかな違和感が、しばしば論理的考察になるキッカケとなる。「あれ？」「どうして？」「なぜこんな事になったん
だろうか？」という自分の素朴な感覚を大切に育み、それが起点で自己研鑽に向かえば企業力になる。
その人の心の中で問題が感知され、思索の芽が育ち始めているからである。

素朴な違和感や疑問から出発して思索が深まると、次第に自分の考えが固まってくる。それは「自分の理論」「自分の価値」と呼んでよいものである。自分の理論自分の価値感が心の中
で育む段階から、自分と波長の合う人間関係の輪を広げようとする。その過程で自分に無いものは受入れ易く、また自分の理論を他人にも共有してもらう喜び段階に進もうとする時、コ
ミュミケーションという要素を意識する必要がでてくる。
今や、プロジェクトは会社内だけでなく、多数の外部会社との連係で成り立ち、文化が違う世界人と会話を通してのみ、進行が成功する。

コミュニケーションである以上、コミュニケーションを始める（発信する）側、つめり自分の感じている「問題」を他人にわかるように表現し、自分の考えや要求が他人に無理なく理解
でき、納得できるように努力することが期待されている。

気づき

ケース概要
解説

気づき

ユーザー側ベンダー側

PM講師

裁判所
判断

乙

裁判所
判断

甲

気づき 気づき

社内規範

気づき

ケース提示

・

気づき

スキル≒過去の蓄積力を期待

気づき≒これからの自分像
他人との波長合わせ

『しっかりやらねば』
『次のステージは面白い世界だ』
『給与に換え難い仕事らしい』

ルールの発見

動機づけ
自己研鑽

プロジェクト進行のコツ
コミュニケーション交渉術

多様思考のマインド
成功例
失敗例

古来からの教訓
・急がば回れ
・蟻の穴からダム
・兵法

担当タスク
Ÿ

現在のタスク

１１
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①性能管理分析
(Performance,Capacity)
とトラブル情報を基に、
脆弱性領域の検討

②品質/信頼性管理方法
と検証・評価

分析・評価
第３者指摘

第１次報告書

①予兆把握システ
ム(通報制度)等の実

行の現状把握

②非機能部分の環
境条件検討

＋
法的対応策の検討

第２次報告書

組織面
CROの設置とミッション

法的エビデンスの
保有方法、規定・実施

①事故調査委員（案）
②「Fraud」研究（案）

自社利用
クリティカル因子の

【予知・知見】のDB作成

経営者層/執行役員/監査機構

ユーザーサイド

第１回 第２回 第３階

法的リスク
アシュアランス診断

リスク管理/品質管理委員会 社内態勢

事前打合せ 共同作業

RMO:Risk Management Offeceの設置

第３者視点の導入！

社内信頼性管理委員会
リスク評価/管理委員会

事前資料
障害パターンと解析事象

判例ににる法的視点
 Trouble Analsys -DB

顧客システム

運用フェーズ

障害事故対応

Pj
計画書

Pj
実施書 PM技能修了

受講者

外部システム監査人
顧問弁護士

（事故調査委員）

進行中

経営者層/執行役員/監査機構

OJT-1

2009-12(ｃ)ja2anx-@j02.itscom.net

ケース学習の狙い（その３：事後フォローで自己ＰＤＣＡ習性を）

気ずき
DB

After Analysis


